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戦争・原発・ＴＰＰの悪政に各地で決起

「
戦
争
法
案
」
＝
「
安
保

法
案
」
が
、
衆
議
院
の
特
別

委
（
７
月
15
日
）
本
会
議

（
同
16
日
）
で
強
行
採
決
さ

れ
て
か
ら
、
す
で
に
２
週
間
に
な
る
。

こ
の
間
に
も
国
会
を
取
り
巻
く
激
し
い

抗
議
、
そ
の
廃
案
を
求
め
て
、
各
地
、

各
分
野
の
た
た
か
い
は
益
々
、
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
筆
者
も
20
日
の
長
野
市

で
の
「
教
育
関
係
者
の
集
い
」
（
３
５

０
人
）
に
参
加
。
「
教
え
子
を
戦
場
に

送
る
な
」
と
声
を
あ
げ
、
デ
モ
に
も
加

わ
っ
た
▼
こ
ん
な
情
勢
の
中
、
安
倍
内

閣
の
「
不
支
持
」
が
「
支
持
」
を
上
回
っ

た
。
（
平
成
26
年
９
月
の
内
閣
発
足
以

来
と
の
こ
と
）
▼
最
近
は
年
輩
者
が
、

立
場
の
違
い
を
超
え
て
、
戦
争
の
個
人

的
体
験
を
正
面
に
据
え
「
戦
争
反
対
」

を
表
明
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま

た
、
集
会
や
デ
モ
の
参
加
者
に
、
若
者

や
子
ど
も
連
れ
の
母
親
が
増
え
て
い
る
。

世
代
を
超
え
た
連
帯
が
生
ま
れ
て
い
る

▼
過
日
の
「
望
郷
の
鐘
」
上
映
会
は
、

回
数
や
会
場
を
急
き
ょ
増
や
す
位
に
来

場
者
が
多
く
、
主
催
者
が
う
れ
し
い
悲

鳴
を
上
げ
た
。
そ
の
陰
に
は
、
お
坊
さ

ん
た
ち
の
目
立
た
な
い
努
力
も
隠
れ
て

い
る
▼
原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
改
悪
雇
用
法

な
ど
の
反
対
運
動
も
、
「
戦
争
法
案
」

廃
案
の
闘
い
に
合
流
し
な
が
ら
、
立
憲

主
義
、
民
主
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
こ
そ
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
よ
う
な

闘
い
を
！

（
Ｋ
・
Ｗ
）

地 蜂

伊
那
で
も
、
九
条
の
会
伊
那
市
連
絡
会

な
ど
で
「
Ｎ
Ｏ
！
戦
争
法
案
」
「
ア
ベ
政

治
を
許
さ
な
い
」
等
を
掲
げ
、
早
朝
か
ら

街
頭
や
橋
の
た
も
と
で
の
宣
伝
や
憲
法
九

条
に
関
わ
る
集
い
、
抗
議
集
会
、
大
看
板
の
増

設
な
ど
旺
盛
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

７
月
12
日
の
「
望
郷
の
鐘
」
上
映
会
に

は
１
４
０
０
人
余
が
参
加
。
ま
た
、
新
た

に
竜
東
と
長
谷
で
九
条
の
会
の
設
立
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
「
原
発
再
稼
働
許
す
な
！
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
国
会
決
議
順
守
を
！
」
と

「
戦
争
法
案
」
の
他
に
も
、
安
倍
政
権
に

対
す
る
要
求
や
抗
議
行
動
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。

大
萱
交
差
点
で
大
宣
伝

九
条
の
会
伊
那
市
連
絡
会

７
月
９
日
、
朝
７
時
か
ら
大
萱
交
差
点

で
九
条
の
会
伊
那
市
連
絡
会
が
「
戦
争
法

案
」
廃
案
を
呼
び
か
け
た
大
宣
伝
行
動
に
、

20
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
の
中
、
窓

を
開
け
て
「
が
ん
ば
れ
」
と
の
声
か
け
な

ど
の
反
応
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

29
日
に
は
、
手
良
坂
と
農
面
道
路
の
交

差
点
で
大
宣
伝
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
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安
倍
政
権
が
７
月
16
日
、
衆
院
で
戦
争
法
案
を
強
行
採
決
後
、
国
会
周
辺
を
中

心
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
「
戦
争
法
案
撤
回
・
廃
案
」
「
ア
ベ
は
や
め
ろ
」
な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ラ
ッ
プ
調
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
、
抗
議
行
動
が
大
き
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
打
倒
し
平
和
・
く
ら
し
守
る

7月18日、アピタ前で、9条の会、千人委員会の
メンバー等50人が集まり、リレートークで「戦争

法案」廃案を呼びかけた。伊那市議は飯島（光）、

前沢、宮島、柳川、若林の５市議が参加

７月23日、ＪＡ上伊那本所で開か

れた「ＴＰＰに関する国会決議の実現

を求 める緊急集会」で「がんばろう」

と決意を表明する参加者

７月3日夕、上伊那網の目平和行進がいなっ

せ広場に到着。「いな金」行動と合流して

集会を持ち、伊那北駅に向かって出発しま

した。「核兵器をなくそう」「原発廃炉」

「再稼働許すな」「輸出などもってのほか」。

6月29日、常圓寺で行われた

「仏教と不戦を考える」講演

会に80人余が参加。

写真は、講師の角田泰隆住職

住
職
が
「
不
戦
」
を
語
る

ＴＰＰ国会決議守れ！
核
兵
器
・
原
発
Ｎ
Ｏ
！
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東
春
近
九
条
の
会
は
、
７
月

４
日
ふ
れ
あ
い
館
で
総
会
を
開

き
、
27
人
が
参
加
。
「
美
ら
海

辺
野
古
」
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
視
聴
後
、

伊
那
高
女
か
ら
名
古
屋
の
軍
需

工
場
へ
動
員
さ
れ
た
２
人
か
ら

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

食
事
は
家
畜
の
餌
の
よ
う
な

物
で
喉
を
通
ら
ず
、
空
腹
に
耐

え
か
ね
３
日
目
に
は
食
べ
た
こ

と
、
油
ま
み
れ
で
戦
闘
機
を
組

み
立
て
た
こ
と
、
同
室
の
友
人
が
Ｂ
29
の

襲
撃
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
命
を
落
と
す

特
攻
の
青
年
兵
を
見
送
っ
た
こ
と
な
ど
話

は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
争
を
体
験
し
た
牧
田
さ
ん
ら
か
ら
の

「
安
倍
は
恐
ろ
し
い
。
戦
争
法
案
を
通
し

て
は
だ
め
。
今
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
な

ど
の
発
言
を
受
け
て
、
署
名
集
め
、
の
ぼ

り
や
横
断
幕
・
プ
ラ
ス
タ
ー
の
作
成
、
街

頭
宣
伝
の
日
程
を
決
め
る
な
ど
、
戦
争
法

案
撤
回
・
廃
案
へ
打
っ
て
出
て
い
ま
す
。

竜
東
九
条
の
会
設
立
集
会

８
月
８
日
午
後
１
時
半
、
中
央
区
公
民

館
で
竜
東
九
条
の
会
設
立
集
会
を
予
定
。

平
和
と
九
条
を
愛
す
る

長
谷
の
会
発
足
会

８
月
23
日
午
後
２
時
～
、
溝
友
館
（
溝

口
）
で
発
足
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
明
支
持
者
も

戦
争
法
案
反
対

新
婦
人
伊
那
支
部
は
、
７
月
16
日
伊
那

北
駅
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
つ
い

て
の
シ
ー
ル
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

衆
院
で
自
公
が
強
行
採
決
直
後
と
あ
っ

て
関
心
も
高
く
、
多
く
の
人
が
投
票
に
参

加
し
ま
し
た
。

60
代
の
女
性
は
「
平
和
や
福
祉
の
党
と

言
う
の
で
昔
か
ら
公
明
党
を
支
持
し
て
き

た
。
与
党
と
言
っ
て
自
民
党
の
お
先
棒
を

か
つ
ぎ
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
回

り
心
配
」
と
行
使
容
認
反
対
に
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

戦
争
の
お
話
と

戦
争
遺
跡
め
ぐ
り

平
和
の
た
め
の
信
州
・
戦
争
展
プ
レ
企

画
＝
お
話
と
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
が
、
７
月

25
日
伊
那
公
民
館
で
あ
り
、
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

70
年
以
上
前
、
現
在
の
上
の
原
な
ど
に

軍
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

久
保
田
誼
さ
ん
が
説
明
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
現
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
戸
田
さ
ん
は
「
戦
争

の
こ
と
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。
歴
史
書

や
教
科
書
に
な
い
こ
と
が
学
べ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

７
月
11
日
、
高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

弁
護
士
河
合
弘
之
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
日
本
と
原
発
」
の
上
映
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

上
映
を
計
画
し
た
加
藤
さ
ん
は
、
以
前

視
聴
し
た
こ
の
映
画
に
衝
撃
を
受
け
、
解

決
で
き
な
い
原
発
事
故
を
多
く
の
人
に
再

認
識
し
て
欲
し
い
と
計
画
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
震
災
後
、
福
島
か
ら
伊

那
に
避
難
移
住
し
て
来
ら
れ
た
半
澤
ゆ
か

り
さ
ん
か
ら
、
避

難
に
到
る
苦
悩
や

思
い
の
体
験
談
も

話
さ
れ
、
原
発
事

故
の
実
態
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し

た
。
（
石
川
）

戦争法案の撤回・廃案を 宣伝・署名・集い旺盛に

アベ政治を許さない

18日午後1時、澤地久枝さんが提起し

た「アベ政治を許さない」一斉行動

で、ニシザワ双葉店前でカードを掲

げ16人でアピールしました

「
日
本
と
原
発
」
映
画
会
開
く

体験を語る半澤ゆかりさん

7月27日朝、竜東橋たもとでの宣伝行動には17人が参加。横断幕

ものぼり旗も自前。7月は4回。雨の日も決行（東春近九条の会）

西箕輪九条の会が作った3つ目の看板。

みはらしファームの下の道端にあり、景

観に配慮したデザインと色彩です。費用

は募金と労力奉仕で賄いました

各
地
域
の

９
条
の
会
の
動
き
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「
平
和
の
た
め
の

信
州
・
戦
争
展
」
へ
の
お
誘
い

建
石
繁
明

日
本
を
再
び
「
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
法
案
が
、
７
月

16
日
に
、
自
公
に
よ
っ
て
衆
議
院
で
強
行
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
各
地
で

集
会
や
街
頭
で
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
な
ど
、

多
様
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
・
与
党

は
「
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
丁

寧
に
説
明
し
た
ら
納
得
が
い
く
と
い
う
ス
ジ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
〝
憲
法
違
反
は
ど
ん
な
に
審
議
し
て
も
違

反
〟
で
す
。

平
和
の
道
を
選
ぶ
の
か
、
戦
争
の
道
を
選
ぶ
の
か
と
い

う
岐
路
で
、
第
27
回
「
平
和
の
た
め
の
信
州
・
戦
争
展
」

は
、
「
戦
後
70
年
❘
『
本
土
決
戦
と
上
伊
那
』
❘
地
域
の

歴
史
か
ら
明
日
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
８
月

15
・
16
日
伊
那
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。
（
催
し
案
内

参
照
）

戦
争
と
は
何
か
、
日
本
は
何
を
し
た
の
か
、
な
ぜ
そ
う

な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
私
た
ち
は
歴
史
か
ら
何
を
学
び
、

ど
う
受
け
継
ぐ
の
か
・
・
を
学
習
し
、
考
え
る
機
会
と
し

て
、
家
族
、
友
人
、
隣
人
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

大
勢
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
９
８
８
年
か
ら
始
め
た
こ
の
企
画
で
、
延
べ

７
０
０
名
の
方
か
ら
の
証
言
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

39
篇
を
厳
選
し
て
『
戦
争
を
し
た
国
』
（
戦
争
展
長
野
県

連
絡
セ
ン
タ
ー
編
・
川
辺
出
版
・
定
価
１
５
０
０
円
〈
税

込
〉
）
と
し
て
出
版
し
ま
す
。
戦
後
70
年
を
記
念
し
て
の

も
の
で
す
。
〝
初
告
白
「
私
は
七
三
一
部
隊
員
だ
っ
た
」

〟
〝
反
戦
運
動
「
伊
那
中
事
件
」
と
現
代

〟
な
ど
、
貴

重
な
証
言
集
で
す
。
是
非
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

私
の
夫
は
、
父
親
の
顔
を
知
り
ま

せ
ん
。
夫
が
２
歳
の
時
に
戦
死
し
た

か
ら
で
す
。
お
義
母
さ
ん
は
、
一
人

で
苦
労
し
て
息
子
を
育
て
た
の
で
、

「
今
度
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
、
家
の

下
に
穴
を
掘
っ
て
息
子
を
隠
す
。
戦

争
に
は
絶
対
や
ら
な
い
」
と
、
よ
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
義
母
さ
ん

の
強
い
思
い
が
こ
も
っ
て
い
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
言
葉
で
す
。

ま
た
、
満
豪
開
拓
か
ら
帰
ら
れ
た

方
や
シ
ベ
リ
ア
で
捕
虜
に
な
っ
た
方
、

「
激
戦
地
で
命
拾
い
」
を
し
た
人
々

の
苦
難
の
話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
戦

争
は
二
度
と
し
て
は
い
け
な
い
と
の

想
い
を
強
く
し
て
き
ま
し
た
。

「
望
郷
の
鐘
」
上
映
の
話
が
あ
っ

て
、
実
行
委
員
に
な
っ
た
時
に
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
観
て
ほ
し
い
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た

知
人
に
気
軽
に
声
を
か
け
前
売
券

を
買
っ
て
も
ら
い
、
各
所
に
掲
示
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
電
話
で
連
絡
を

頂
い
た
方
の
と
こ
ろ
に
直
ぐ
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
予
想
以
上

に
た
く
さ
ん
の
方
が
観
に
来
て
く
れ

て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

上
映
会
後
、
「
自
分
の
子
ど
も
を

殺
し
た
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
」

「
勧
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
ね
」
な
ど
の
感

想
を
お
聞
き
し
て
、
平
和
へ
の
想
い

を
一
層
、
強
く
し
て
い
ま
す
。
（
談
）

７
月
23
日
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
反
対
の
緊

急
集
会
が
Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所
で
あ
り
、

私
が
議
会
代
表
の
決
意
表
明
を
し
た
。

安
倍
内
閣
は
ア
メ
リ
カ
米
の
無
関
税
輸
入
枠
を
、

年
間
５
～
７
万
ト
ン
に
も
す
る
と
の
譲
歩
、
合
意
が

伝
え
ら
れ
た
。
国
会
決
議
に
は
、
コ
メ
な
ど
重
要
５

品
目
の
、
除
外
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
完
全
に
国
会

決
議
違
反
だ
。
日
本
は
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
毎

年
77
万
ト
ン
も
押
し
付
け
ら
れ
、
昨
年
は
生
産
者
米

価
が
大
暴
落
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
の
食
の
安

全
も
、
医
療
や
薬
価
な
ど
も
悪
影
響
を
受
け
る
。
い

ま
戦
争
法
案
廃
案
と
共
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
一
点
で

も
国
民
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
た
た
か
う
正
念
場

が
き
た
。
私
が
、
「
国
会
決
議
に
反
す
る
安
倍
政
権

と
地
元
（
自
民
）
国
会
議
員
に
は
、
農
協
は
支
援
も

投
票
も
し
な
い
こ
と
を
突
き
つ
け
よ
う
！
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
参
加
者
か
ら
拍
手
が
起
き
た
。
組
合
長

も
、
決
議
に
違
反
す
る
国
会
議
員
を
許
さ
な
い
決
意

を
述
べ
た
。

市議の窓

決
議
に
違
反
す
る
国
会
議
員
は
許
さ
な
い

飯
島
光
豊

ぷろ25

「

望
郷
の
鐘
」
に
91
人
を
誘
う

手
良

神
林

淳
子

◆
柳
川
後
援
会
が

マ
レ
ッ
ト
大
会

26
日
、
榛
原
河
川
公
園
で
13
人

が
参
加
。
プ
レ
ー
後
、
木
陰
で
食

事
を
と
り
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

◆
生
ビ
ー
ル
・
焼
き
肉
大
会

26
日
、
前
沢
け
い
子
後
援
会
・

日
本
共
産
党
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、

生
ビ
ー
ル
・
焼
き
肉
大
会
を
開
催
。

30
人
が
参
加
し
、
和
や
か
に
歓
談

し
ま
し
た
。

シリーズ

プロ
＆
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「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
の

声
を
さ
ら
に
大
き
く

西
春
近

西
村
光
世(

82
才)

て

る

よ

若
い
頃
は
労
働
運
動
、
そ
し
て
中
小
業
者
の
営
業
と

く
ら
し
を
守
る
運
動
、
母
親
運
動
も
と
多
忙
な
毎
日
で

し
た
。

今
は
家
庭
の
主
婦
、
孫
３
人
と
７
人
暮
ら
し
で
す
。

夫
（
元
党
市
会
議
員
西
村
了
）
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

さ
と
る

群
と
い
う
難
病
に
か
か
り
最
初
の
一
歩
が
思
う
よ
う
に

前
に
出
な
い
の
で
す
。
お
ま
け
に
転
倒
の
心
配
も
あ
り
、

そ
の
分
私
が
身
代
わ
り
、
毎
日
大
忙
し
で
す
。

私
は
昭
和
８
年
生
ま
れ
。
小
学
校
時
代
は
太
平
洋
戦

争
の
最
中
。
学
校
で
の
授
業
は
ろ
く
に
な
く
、
人
手
の

な
い
家
へ
勤
労
奉
仕
に
行
き
、
全
校
で
原
野
の
開
墾
を

し
て
大
豆
を
蒔
い
た
り
し
ま
し
た
。
米
軍
輸
送
機
Ｂ
29

が
空
を
飛
び
怖
か
っ
た
で
す
。
お
隣
の
家
の
兄
ち
ゃ
ん

が
２
人
戦
争
に
行
き
、
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
、
安
倍
内
閣
が
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
出
か
け

て
行
っ
て
戦
争
を
す
る
国
を
作
ろ
う
と
い
う
戦
争
法
案

を
衆
議
院
で
強
行
し
た
こ
と
に
国
民
の
怒
り
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
の
声
を

さ
ら
に
広
げ
て
戦
争
法
案
を
廃
案
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
の
声
に
は
馬
耳
東
風
。
数
に
ま
か
せ
て
我
が
道

を
行
く
安
倍
内
閣
を
次
の
選
挙
で
痛
い
目
に
合
わ
せ
て

や
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

随
想

☆ 第29回伊那市民平和のつどい
８月２日（日）平和映画会
「アオギリにたくして」
伊那市創造館講堂 午前10時
大人５００円、学生以下無料

８月６日（木）平和のいのり
丸山公園「原爆の火」平和の塔前 朝８時

平和朝市 朝７時～
☆ ８・２県民大集会

「戦争法案」の廃案を！
松本駅前広場 午後１：３０～
主催 実行委員会
連絡先 72‐2465（党地区委）

☆ さわやかウォーキング
８月８日（土）午前９時５０分
大芝高原室内運動場西側駐車場集合
主催：上伊那医療生協健康づくり委員会
連絡先 医療生協組合員センター（79-8702）

☆ 平和音楽会ｉｎいなっせ
８月９日（日）午後２時～ 開場 午後1時半
いなっせ６階ホール
入場料 一般８００円 中高生２００円
主催 うたごえサークル ざざむし
連絡先 94－3594（大場）

☆ 第27回平和のための信州・戦争展
８月１５（土）・１６日（日）10時～17時
県伊那文化会館小ホール
参加協力券 大人５００円 高校生以下無料
主催 実行委員会
連絡先 79－8781（春日）

☆ 第3回商工フェア
８月２３日（日）10：00～16：00

いなっせ北側広場＆室内施設（雨天決行）

主催 上伊那民主商工会（72－0550）

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

（79－8702）
8月7日：伊那竜東 14日：西箕輪

21日：手良 28日：東春近

（医療生協担当支部）

風物詩 スガレ追い

7月は蜂追いの季節。愛好家は夢中になって

野山を駆け巡り、スガレ（黒スズメバチ）の巣

を見つけ、持ち帰って飼育し、10月頃に幼虫を

取り出し甘辛く煮つけて食べる。

これぞ、まさに信州珍味の王様。

エ
サ
を
捕
り
に
来
た
地
蜂
に
目
印
を

つ
け
、
そ
れ
を
追
っ
て
巣
を
探
す


